
カリキュラム

できていること できていないこと できそうなこと できそうなこと（目標）

健

康

・

生

活

【食事】・アレルギー

【排泄】

【着脱】

【清潔】

【生活習慣全般】

・22～23時就寝。9～10時起床。昼寝は15～

17、18時。

【食事】

【排泄】

【着脱】

【清潔】

【食事】

【排泄】

【着脱】

【清潔】

【生活習慣】

運

動

・

感

覚

・感覚過敏のことなど(聴覚、視

覚、触覚などなど)

・身体の使い方、ぎこちなさ、不器

用～

・目と手の協応とか

認

知

・

行

動

・視覚優位

・写真カードが有効

・手繋ぎ。

・危険認知が低い。鍵を開けて部

屋から出る。窓枠など高い所や不

安定な所に上ることがある。

・こだわり

言

語

・

コ

ミ

ュ

ニ

ケ

"

シ

ョ

ン

・ジェスチャーが増える～

・やりとりが増える～

・必要に応じて、言語聴覚士による訓練

や評価を実施する。

人

間

関

係

・

社

会

性

・並行遊びができる。

・見立て遊びやごっこあそびができる

・気を引く行動

一人遊び

集団遊びが苦手

・新しい環境に慣れる。

・信頼関係～

・気持ちのコントロール～

　自己肯定感～

・一緒に好きな遊びを楽しむ。

　集団遊びを～

　友だちと一緒に遊ぶ～

家

庭

・

医

療

・

相

談

歴

・情報交換～

・就学～

・連携会議～

・どっか病院で受けた発達検査、巡回リ

ハや精神神経科受けたらここに記載。

評　　　価 評　　　価

※ここの記載はこれまで通り。

←のことを書けば良いかと。

令和  年度 園児名　　　　　　　　　　　　　            担当名

前期カリキュラム及び評価 後期カリキュラム及び評価

カリキュラム



移行支援

家族支援

児発・放デイ連絡会　交流保育

法人（事業所）理念
社会福祉法人かながわ共同会は、

誠実と信頼を旨とし、人権に根ざした利用者本位の考え方に立ち、多様なニーズに対応する支援体制の整備、サービスの量的、質的充実につとめ、利用者と地域社会の繁栄に貢献するとともに社会的な法

人としての価値を創造していきます。

支援方針

・児童や保護者の想いや夢の実現に向けて一人ひとりの人生に伴走します

・主役は本人。スタッフは児童や保護者が希望する暮らしや、やってみたいことを一緒に考えてサポートします。

・一人ひとりの想いをくみ取り、実現に向けて一緒に取り組みます。

営業時間

地域支援・地域連携

職員の質の向上

主な行事等
　4月：始園式　  5月：遠足　             6月：交流遠足、ムーブメント指導　 7月：プール活動　                8月：なつまつり　 9月：ムーブメント指導、遠足

 10月：運動会　 11月：保御者向け講演会　 12月：お楽しみパーティー　        1月：ムーブメント指導、療育参観　 2月：思い出遠足　 3月：修園式

保育所等訪問支援　幼・保・小連携会議　他の園の職員の見学の受け入れ

他施設への見学　eラーニングによる研修　虐待防止研修等園で義務図けられている研修への参加

事業所名 愛川町児童発達支援センター　「ひまわりの家」

職員勤務時間：8時30分～17時15分　　　　　　　　　　　　　　　　　療育実施時間：月、火、木、金　9時30分～14：15分　　水　9時30分～12時40分

あり

支　援　内　容

親子登園　療育参観　保護者向け講演会

送迎実施の有無


